
質　　　　　問 回　　　　　答
①人口減少や高齢化により地区で行事等を行うことが困難である。
他地区との合併を考えてはいかがか。町が進めるのではないのか？
②地区担当職員が役員会に出席するなどもう少し区との関わりを持
つべきだと思う。
③区の在り方を考えていかがか。
④残りの人生を自分のために過ごしていけるような環境を作ってほ
しい。

①区によって様々な考え方があると思う。区の総意により方向を決
めていただければ、町としては協力する。
②町村合併の際に地区担当職員を配置し、職員も区に入って一緒に
区のことを考えていこうという考え方だったと思うが、今は形だけ
になっているかもしれない。見直し等検討していきたい。
③自分たちのことは自分たちで何とかしようと考えている区、他者
の力を借りないと今後成り立たない区など様々だと思う。区の支援
員や、地区担当職員が区に入り運営に携わるなどの仕組みを作って
いければと考えている。
④ここに住んでよかったと思えるような、生きがいをもてるような
地域づくりを進めていきたい。

①回覧枚数減らせないか。必要ないと思う。
②予算規模が増えた根拠は何か。
③コミュニティ助成金　申請したが却下となったため、より支援金
を受けやすいよう見直しをしてほしい。申請期間も短く難しい。申
請書類の簡略化を町から要望してほしい。
④災害時、旭町集会所が一時避難所に指定されているが、災害時に
一番重要になると思われるトイレ、災害対応は考えているか。

①住民みんながいらないわけではない。回覧の枚数については今の
ところ現状通りとしたいが、今後は精査を行います。
②橋梁修繕費、GIGAスクール関連です。
③様式は県のものなので変えようが無いが、書き方のお手伝いは職
員でできると思う。
④今年度導入予定の移動式型トイレがある。また、ミネラルイオン
トイレなど順次検討したい。最終避難所となる場所の施設整備を実
施検討したい。

コミュニティ助成金をいただき区の集会所を整備していただいた。
ありがとうございました。

①区の集会所等の施設について修繕の必要が生じた場合、修繕主体
はどこになるのか、または負担割合などは定められているのか。
②公民館本館から各分館に助成金が支払われているが、瀬木公民館
のように自前の公民館には上乗せして支払いがされるなど検討でき
ないか。
③他町村には外国人が多く滞在、観光などをしているが、上松町は
どうか。あまり姿が見られない。
④古民家を改修すれば外国人にも人気が出るのではないか。

①集会所により建設の成り立ちが違うので、ある程度統一したもの
が作れないか検討している。
②現状そのようになっている。
③赤沢や、中山道を歩く外国人が多くいる。国としてもインバウン
ドに力を入れているため、その波に乗り遅れないようにしたい。
④古民家改修するだけではダメなので、飲食店や娯楽などを含めて
整備できればと考える。

水道菅の耐用年数はどうか。 水道菅の耐用年数は30年から40年と言われている。町内水道管は共
用開始から20年ほど経過しており、ちょうど半分といった状況。た
だし、これは下水道整備に合わせて整備できた水道管であり、昔の
地区水道等についてはちょっと怪しいかなという状況です。

①津島様から北側の木が大きくなってきて危険な状況である。砂防
の関係で以前は県が確認等をしてくれたが、最近はいかがか。
②一里塚付近の用水が溢れることがあり、以前は住民で何とか対応
したが、今は不可能である。また、冬季は溢れた水により舗装が凍
み上がってしまう。こちらは継続して検討いただいているのか。

①県の方で最近確認できているのかは不明であるため、あらためて
県へ確認してみます。
②職員にて巡回はしている。地区要望をいただいており昨年応急復
旧を行ったが、現状はどうなのか今年の冬の状況を見て、急所が判
明したら修繕をしたい。それまでは引き続き応急的な対応で様子を
見させていただきたい。

町村合併イコール薔薇色ではない。箱ものなどの建設も限られた地
区でしか行わない等不満も多いと聞く。

合併議論は今は無いし考えていない。しかし、今後は更に人口減少
が進んでいくため、他町村と協力してできるものは共に手を取り
やっていくことも必要だと考えている。

①上町の上丸屋については宮木さんから町に譲渡されたのか。まだ
個人所有か。以前業者が中に入り測量などを行っていた。古民家改
修など考えているのか。地区に説明が無い。
②天狗山の有効活用について、野外音楽堂を含めどう考えている
か。以前は天狗山から町が見渡せた。支障となっている樹木の伐採
等は検討しているか。

①現在は宮木さん所有。古民家利用ができるかどうかの調査に入っ
た。現在調査中であるが、正式に使えるということになれば事業を
進めていく予定。町内で３箇所、古民家利用予定がある。地区ごと
で今後色々と相談をしながら進めていきたいと考えているため、も
う少しお待ちいただきたい。
②木曽広域連合が森林環境税を活用した事業として伐採へ向けた準
備をしている。現在は地権者の意向を調査している状況。今後皆さ
んに説明をさせていただく段階が来ると思うのでもう少しお待ちい
ただきたい。
②天狗山の利活用、在り方については町で検討を始めたところだっ
たが、国のほうで砂防事業を実施したいとの意向が出てきた。再度
国との調整を行っているところだが、天狗山については駐車場やト
イレを含めた整備の検討をしているところです。

瀬木区では先日実施した敬老会など地区担当職員が参加して手伝っ
てくれて助かりました。

懇談会　議事録
会場（ひのきの里　総合文化センター）　　　開催日：令和　７年１０月９日（木）　参加者：１５名　職員２８名


